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フランス日本研究学会（SFEJ（Société française des études japonaises））の会計
担当となっておりますが，同学会は，毎年，年報を出しております。それら































































































































は 4000 人以上です。修士課程は 600 名，博士課程は 37 名です。アルファベッ
ト順（表参照）ですが，学生が多いのは，イナルコです。トゥールーズ大学
も多いです（300 名）。（旧）パリ第７（ディドロ）大学（現在のパリ大学）
も 150 名です。パリより少し南にあるオルレアン大学は 200 名います。
　他の学部を見ない限り分からないかと思いますが，進級率があまりよくあ
りません。１年生は，40 パーセントくらい通りますが，最後まで行くのは本























　前ページからの計４種の表については，SFEJ（la Société Française des Etudes Japonaises，
フランス日本研究学会）, État des lieux de l’ enseignement de japonais dans l’ enseignement 
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ザヴィエ・メレ （Xavier Mellet）が次のことを指摘しております（Xavier 
Mellet, Le Cas Particulier du Japon, Les Dossiers du CERI, 02/2018〔https://www.
sciencespo.fr/ceri/fr/content/dossiersduceri/le-cas-particulier-du-japon〕（最終閲覧：


















































たと，ルーバン（Luc Rouban）先生が指摘（Rouban (Luc), La démocratie 
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ロ紙 2018 年３月 19 日 18 頁。記事タイトル（邦訳）「議員の法案修正権限を
制限することに正当な理由はない」。WEB版：https://www.lefigaro.fr/vox/
politique/2018/03/18/31001-20180318ARTFIG00186-restreindre-le-droit-d-
















































































































































した（Violaine Roussel, La judiciarisation du politique, réalités et faux semblants, 
Mouvements, n°29, 2003, pp12-18 (https://www.cairn.info/revue-mouvements-2003-









1995 年に書いた著書『代表民主制の原則』（Principes du gouvernement 
représentatif）で（なお同書は，2019 年に第３版が刊行されている（Bernard 
Manin, Principes du Gouvernement Représentatif, 3e édition, FLAMMARION, 
2019）），において「観客民主主義（Démocratie du public）」という概念を示し
ていました。それは，公共部門のパブリックではなく，サッカーの試合で応


















































































ンス・パリ大学（Université de Paris）准教授（Maître de conférences）のアルノ・
グリヴォ（Arnaud Grivaud）氏を日本に招聘した。本講演録は，その研究活
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の再編－ 1990 年代以降の政治システムにおける官僚制」（フランス語）によ
り第 34 回渋沢・クローデル賞（2017 年）を受賞された。日本語では，「公務
員の女性活躍と働き方改革―両立支援からキャリアアップに向けた支援へ
―」行政管理研究 166 号（2019 年）〔出雲明子氏と共著〕，読売新聞（2018 年
１月 11 日付）「［論点］代表民主主義の危機　各国で」などを寄稿されている。
　本講演は，すべて日本語で実施された。今回の誌上採録にあたっては口頭
報告と質疑応答のうち質疑応答部分を割愛し，口頭報告部分の文字起こしを
読みやすいように表現を修正し，内容を要約した（なお，当日のご講演では
パワーポイントが併用された。また，本稿の文字起こし段階で，参考資料を
カッコ書きで追加し，WEB資料は，本編集への掲載のため脱稿前に再度確認
し，最終閲覧日を記載した）。掲載にあたっては，グリヴォー氏ご本人の承諾
とともに内容の確認を得ている。
（新井　誠・記）
